
妨

八
懸

第
六
娩

四
望

極
東
に
於
げ
ろ
傑
物
資
源
/̂)将
来
の
開
磯

石

ノ

成

章

文
化
の
進
歩
磯
展
に
伴
ひ
て
魔
々
の
鋸
物
利
用
港
が

秦
出
せ
ら
れ
'
嚢
物
消
耗
額
の
年
々
急
劇
に
槍
加
す
る

は
顕
著
な
事
象
で
､
鋸
物
資
源
棚
減
の
多
少
は
'
閥
カ

の
伸
碇
に
重
大
の
関
係
あ
る
寧
吉
を
侯
た
無
い
'
従
で

世
界
列
弧
鋸
物
資
源
の
軍
寮
は
､
大
戦
前
後
よ
-
年
々

其
深
刻
妹
を
加

へ
釆
っ
～
あ
る
~
就
中
重
畳
も
容
積
も

多
大
な
る
石
炭
や
餓
の
如
き
鱗
産
物
に
至
-
で
は
も
其

運
搬
距
離
の
遠
近
､
交
通
機
関
の
設
備
如
何
に
よ
-
.

開
発
利
川
上
に
直
接
の
影
響
が
頗
る
重
大
で
あ
る
､
前

倣
紀
の
未
迄
は
鎖
'
石
炭
の
産
額
に
於
で
､
英
駒
は
世

鼎
の
覇
者
で
あ
っ
た
が
､
二
十
世
紀
に
入
り
､
北
米
合

衆
国
は
新
進
気
鋭
の
勢
を
以
て
接
頭
し
凍
り
'
蔑
千
も

無
-
英
観
を
凌
篤
し
て
､
世
界
に
覇
を
唱
ふ
る
に
至
っ

た
'
従
で
従
衆
の
世
界
交
通
運
搬
は
､
童
に
大
歯
洋
を

中
間
に
挟
ん
で
行
ほ
れ
た
-
の
で
あ
っ
花
が
､
今
や
太

平
群
を
中
心
AIJ
L
で
盛
に
行
は
る
る
革
だ
燭
っ
た
p
従

で
極
東
に
於
け
る
焼
物
資
源
が
世
界
佳
日
の
的
だ
偽
る

に
至
っ
た
｡

現
時
に
於
て
､
世
界
の
大
勢
を
通
観
す
る
に
､
鎖
や

石
炭
の
如
き
髄
物
を
多
豊
に
産
出
L
t
最
も
自
由
に
且

っ
多
義
に
消
費
す
る
問
が
'
最
も
文
化
の
進
歩
七
だ
閥

で
あ
る
､
例
せ
ば
北
米
各
東
関
に
於
て
七

一
八
二
∩
毎

に
は
､
同
氏

一
人
潜
り
倭
に
五
｢
ポ
ン
ド
｣
の
歌
蛾
を
産

出
し
た
に
過
ぎ
な
ん
た
が
'
宵
年
後
の

一
九
二
〇
年
に

は
産
額
Lm
十
九
倍
に
増
加
し
'

一
人
普
-
五
九
七
｢
ポ

ン
ド
｣
,,J
凍
っ
た
'
鎖
道
や
自
動
車
､
電
線
.
ラ
ヂ
オ

等
の
普
及
は
､
額
物
資
源
の
開
発
に
よ
-
て
藩
ま
れ
た

今
翻
せ
碁
の
大
部
分
に
於
で
は
､
iijに
草
木
や
毛
皮
や

爪
布
を
用
ふ
る
､
皿
先
倖
求
の
蕉
活
横
式
に
よ
-
.
鍍

物
資
源
の
閑
散
利
用
が
少
な
い
か
ら
､
未
だ

｢
錬
物
時



代
｣
が
提
供
す
る
進
歩
し
た
文
化
が
等
受
す
る
部
が
Ⅲ

兼
ね
､
現
に
我
図
に
於
て
､
汽
車
'
電
車
､
自
制
革
､

ラ
ヂ
オ
の
如
き
文
明
利
碁
の
普
及
が
'
遠
に
米
閥
に

及

ば
ぬ
の
は
'
種
々
の
原
因
が
あ
ら
-
が
､
鋸
物
資
鹿
の

多
少
だ
.
其
開
磯
の
翻
幼
秘
の
域
に
あ
る
革
が
最
も
重

要
な
原
因
だ
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

極
東
に

於け
る
鋸
物
資
源
が
果
し
て
貧
弱
な

-
や
否

や
を
講
究
す
る
に
'
支
那
の
石
炭
､
銭
は
頗
る
豊
富
な

勢
源
で
あ
-
'
印
度
､
支
那
､
サ
イ
ア
ム
､
馬
凍
諸
島

蘭
傾
印
度

.
棚
傾
印
度
等
に
於
で
も
'
荷
探
鉱
甚
だ
不

完
釜
で
は
あ
る
が
､
銭
､
石
炭
､
石
油
等
の
資
源
が
有

望
で
あ
る
ビ
目
指
さ
れ
て
居
る
､
日
本
の
銅
､
石
炭
は

翻
槍
屋
の
鎗
地
が
あ
-
'
満
堂
か
ら
サ
イ
ベ
リ
ア
に
か

け
て
旗
大
な
る
地
域

は
､
今
後
の
探
検
開
敬
に
供
つ
慮

多
大
な
も
の
が
あ
る
か
ら
'
決
し
て
極
率
に
悲
槻
す

べ

き
も
の
で
は
燕
い
が
'
更
に
仔
細
に
此
故
考
究
す
る
に

支
那
の
石
炭
資
源
に
就
て
は
'
世
界
の
石
炭
資
源
を

調
査
し
1

1i
九

二
二
年
加
奈
太
に
開
か
れ
た
帯
鯛
地
質

撃
大
骨
に
提
出
し
た
'
ド

レ
ー
キ
.(N
,
F
.
D
rak
e
)
氏

に
よ
れ
ば
､
九
九
六
.
七
九
五
百
万
噸
ビ
報
骨
せ
ら
れ

赫
淡
に
於
け
る
錦
物
資
蹄
JJ
滑
水
の
開
銀

我
邦
地
質
調
査
所
長
井
上
蒋
之
助
博
士
は
ー
栗
東
'
質

南
､
蓑
州
等
を
除
き
.
三
九
､
五
六
五
百
方
噸
ビ
計
算

せ
ら
れ
､
大
正
十
五
年
(
民
間
十
五
年
)
中
乳
酪
業
紀
要

に
よ
れ
ば
､
二

1
七
､
六
二
六
官
万
噸
ビ
計
上
せ
ら
れ

7L
O

■J

H

.･;
鵜
峨

京

兆
及

庶
政

二
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八
二
八

肋

奉

天
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1
'
二
八
五

恩

髄

熟

河

六
六
〇

菅

山

四

7
二
七
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7
五

糊

河

南

七
､
四
四
九

凹

釆

こ
'
五
三
C
)

駅

安

微

三
五

八

蟹

江

四

八
九
五

紫

湖

北

凹
糾
八

衣
に
支

瓢

の
銭
資
源

に

就
て
は
､
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大
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八
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九

'

〇

〇
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一
九
､
0
0
0

大
正
十
五
年
中
開

鋸
業
紀
要
に
よ
れ
ば
七
線
埋
蔵
量
は
九
五

一
〇
七
百
万

境
だ
報
告
せ
ら
れ
'
其
内
鍔
は
左
の
通
-
で
あ
る
｡
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地

球

第

八
谷

此
絶
域
減
量
は
､

北
米
令
弗
園
に
於
け
る
飯
の
堪
採

掘

畳
の
債
に
五

分

一
に
過
ぎ
無
い
､
ト
ゲ
ン
グ

レ
ン
(

T
eg
eロ
g
ren
)
氏
は
､
支
郷
に
於
け
る
銭
の
批
採
掘
最
を

三
九
六
百
万
噸
E
L
t

レ
イ
ス
(L
eith
)
氏
は
荷

1
暦

厳
密
に
講
究
し
て

-1
0
C
百
万
噸
に
ま
で
減
じ
た
'
斯

-
て
は
､
人
口
に
封

此
し
､
綿
球
自
問
だ
け
の
供
給
に

さ
へ
不
足
を
骨
ぐ
る
で
あ
ら
う
｡

石
油
に
就
で
は
､
敢
近
迄

の
調
査
に
よ
れ
ば
､
支
那

に
於
で
胸
水
開
磯
せ
ら
れ
得

べ
き
油
田
は
､
億
に
二
個

虞
に
過
ぎ
な
い
が
'
如
何
ほ
ざ
有
利
に
見
積
-
で
も
.

其
産
額
は
北
米
倉
衆
問
の
塵
報
の
百
分

一
に
は
達
し
柑

無
い
で
あ
ら
う
ど
考

へ
ら
れ
て
居
る
｡

支
那
の
石
衆
資
源
に
就
で
は
､
暇

-
に
最
も
計
数
の

大
な
る
ド
レ
ー
キ
氏
の
得
た
結
果
を
用
ふ
る
蔀
ビ
し
､

石
炭
だ
蛾
の
資
源
に
就
き
'
支
部
ビ
北
米
令
弗
図
'
絹

本
だ
以
太
利

ビを
判
照
す
れ
ば
左
の
表
に
示
す
通

-
で

あ
る
○

第

六

批

四
四
脚

五
〇

川
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･
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日

本

二
見
'莞
tq

註
､柴
三

三宝

宗

0

].況

以
大
利

二
九.'窒
工

天
､告
!

萱
凶

混

.

〇'ニ

斯
-
封
照
槍
味
し
て
見
れ
ば
､
支
那
に
於
け
る
爾
物

の
大
資
源
を
以
て
し
て
.
僻
遠
-
北
米
倉
衆
閥
に
及
ぼ

ざ
る
も
の
が
あ
る
､
叉
以
大
利
は
鋤
､
石
庚
の
如
き
鉱

物
資
源
の
貧
弱
な
籍
め
に
､
列
強
の
間
に
任
し
て
従
来

幾
多
の
閑
雅
を
種
脇
し
た
が
､
我
国
民
は
大
に
之
に
鑑

み
る
廃
が
な
-
て
は
な
ら
ぬ
.
賂
裸
の
文
化
が
益
々
｢
鋸

物
時
代
｣

を
現
出
す
る
に
懲

り
て
は
'
我
囲
民
心
百
方

苦
心
努
力

し
て
'
閣
内
の
謝
有
鋸
物
資
源
を
最
も
有
利

に
開
擬
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
､
四
面
頓
海

で
交
通
便
利
な
鳩
を
利
用
し
､
更
に
外
に
晩
で
手
足
を

延
ば
し
､
満
､
柴
'
サ
イ
ベ
リ
ア
か
ら
､
支
那
､
傭
樹

印
度
､
蘭
儒
印
度
'
サ
イ
ア
ム
､
馬
凍
諸
島
に
至
る
間

の
極
東
の
鋸
物
資
源
開
敬
に
大
に
貢
献
す
る
朋
が
あ
ら

ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
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